
　
一
月
十
九
日

　
早
朝
批
評
と
理
論
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
七
回
分
の
最
終
稿
チ
ェ
ッ
ク
。
九
時

終
了
。
一
息
つ
く
。
十
一
時
過
研
究
室
〇
五
〇
一
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
作
業
。
雑
打
合

わ
せ
。
李
祖
原
事
務
所
と
Ｃ
Ｅ
Ｍ
Ａ
計
画
の
連
絡
。
他
二
十
二
時
迄
食
事
も

と
ら
ず
に
打
合
わ
せ
の
連
続
。
二
十
三
時
過
世
田
谷
村
に
戻
る
。
遅
い
食
事

を
と
る
。

　
一
月
二
〇
日

　
〇
時
半
就
寝
。
七
時
半
起
床
。
朝
陽
が
ほ
と
ん
ど
水
平
に
二
階
三
階
に
差

し
込
ん
で
い
る
。
こ
う
い
う
事
に
家
族
は
誰
も
価
値
を
認
め
な
い
。
寒
い
寒

い
と
文
句
を
言
う
。
マ
、
そ
れ
も
仕
方
な
い
の
だ
。
体
調
、
気
力
、
共
に
回

復
し
つ
つ
あ
る
の
で
少
し
づ
つ
世
田
谷
村
の
事
も
し
な
く
て
は
。

　
九
時
過
ぎ
Ｔ
邸
現
場
左
官
仕
上
げ
色
出
し
チ
ェ
ッ
ク
。
よ
い
色
合
い
が
出

て
い
た
が
心
配
な
と
こ
ろ
も
あ
り
今
夕
再
打
合
わ
せ
と
な
る
。
発
華
現
象
は

科
学
で
は
呑
み
込
め
ぬ
。
経
験
で
呑
み
込
む
し
か
な
い
。
十
二
時
二
〇
分
研

究
室
。
北
京
の
李
祖
原
と
連
絡
。
十
三
時
教
室
会
議
。
十
五
時
教
授
会
。

　
一
月
二
十
一
日

　
昨
日
は
夕
方
再
び
Ｔ
邸
現
場
。
内
外
の
仕
上
げ
確
認
。
ほ
ぼ
思
い
通
り
の

感
じ
に
仕
上
が
っ
た
。
左
官
、
塗
装
職
人
達
と
お
し
ゃ
べ
り
。
こ
う
い
う
時

間
は
楽
し
い
。
今
日
は
十
一
時
研
究
室
。
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
出
版
来
室
。
十
二
時
〇

五
一
二
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
Ｐ
打
合
わ
せ
。

　
朝
、
東
北
の
結
城
登
美
雄
氏
と
連
絡
。
自
給
自
足
農
村
計
画
の
第
一
段
階

を
一
ヶ
月
以
内
に
ま
と
め
る
方
針
を
決
断
し
た
。

　
午
後
東
北
農
村
計
画
。
打
合
わ
せ
。
十
五
時
設
計
製
図
採
点
。
十
七
時
修

了
。
何
件
か
の
打
合
わ
せ
。
十
九
時
過
お
わ
る
。
新
大
久
保
駅
前
近
江
屋
で

ビ
ー
ル
飲
ん
で
二
十
一
時
半
世
田
谷
村
に
戻
る
。
銅
版
画
の
下
図
を
ス
ケ
ッ

チ
。
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